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機密性2１－① これまでの経過

厚生労働省調べ
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後発医薬品のある先発医薬品及び後発医薬品を分母とした後発医薬品の使用割合（数量ベース）

＊厚生労働省調べ

平成２９年６月９日

令和３年６月１８日

閣議決定：使用割合を２０２０年（令和2年）９月までに８０％以上とする

令和２年１２月以降

複数のジェネリック医薬品メーカーで、ジェネリック医薬品の安全性に関する不祥事が立て続けに発生

閣議決定：２０２３年（令和5年）度末までに全ての都道府県で８０％以上とする
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機密性2１－② 福井支部のジェネリック医薬品使用割合
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＊全国健康保険協会ジェネリック月報より

支部別のジェネリック医薬品使用割合【令和４年６月診療分】

保険者機能強化アクションプラン（第５期：令和3年度～令和5年度）

KPI：全支部において、ジェネリック医薬品使用割合を80％以上とする。

ただし、ジェネリック医薬品使用割合が80％以上の支部については、

年度末時点で対前年度以上とする
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全国平均：80.7％
福井支部：79.3％

全国第37位

（％）



機密性2１－② 福井支部のジェネリック医薬品使用割合
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機密性2１－② 福井支部のジェネリック医薬品使用割合【診療種別】
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【令和４年６月診療分】



機密性2１－② 福井支部のジェネリック医薬品使用割合【主な薬効別】
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【令和４年６月診療分】



機密性2１－② 福井支部のジェネリック医薬品使用割合【年齢階級別】
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【令和４年６月診療分】



機密性2１－③ 福井支部のジェネリック医薬品使用割合から見た傾向と対策

福井支部の傾向

 令和３年１０月診療分以降、前年同期を下回っている状況

 全国平均との差が拡大し、令和４年５月分、６月分が過去最大差：▲1.4％ポイント

 全年齢階級で全国平均を下回っている

 とりわけ５～９歳の年齢階級が全国平均との差が最も大きく、▲6.4%ポイント

２－① ジェネリック医薬品軽減額通知

１８歳以上を対象としたジェネリック医薬品の使用促進事業

２－② 新生児の親に向けた育児冊子の配布

２－③ 子ども医療費受給者証交付時のリーフレットの配布

若年層とその親世代を対象としたジェネリック医薬品の使用促進事業
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機密性2２－① ジェネリック医薬品軽減額通知

送付日 令和4年8月17日（水）

送付件数 15,553件

対象医薬品

慢性疾患（リウマチ、喘息）、生活習慣病

（糖尿病、高血圧症）の治療薬をはじめと

する、長期間（14日以上）継続して服用

することが考えられる医薬品。

ただし、がん治療薬、精神疾患治療薬、

HIV治療薬、ジキタリス製剤を除く。

また、令和3年1月以降に行政処分が

下された製薬メーカーの一部医薬品を除く。

対象年齢 18歳以上

軽減可能額基準 医科：500円以上 調剤：50円以上

 主に生活習慣病や慢性疾患などの治療薬の服用者に対し、ジェネリック医薬品に

切り替えた場合の、自己負担軽減額の 試算通知 を送付

 平成21年度より事業開始。年２回送付

 令和4年度は1回目を令和4年8月、

2回目を令和5年2月に送付

【同封リーフレット】

【表】 【裏】
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機密性2２－① ジェネリック医薬品軽減額通知の効果額

送付者数（のべ） 切替者数（のべ） 切替率 軽減効果額/年

全国 49,091,309 13,757,330 28.02% 約2,783億円

福井支部 312,869 94,444 30.19% 約16.8億円

送付者数（のべ） 切替者数（のべ） 切替率 軽減効果額/年（円）

平成21年度 11,498 3,096 26.9% 51,180,444

平成22年度 4,142 915 22.1% 13,314,108

平成23年度 7,056 1,676 23.8% 23,603,628

平成24年度 8,782 2,339 26.6% 36,674,940

平成25年度 14,027 3,831 27.3% 66,609,195

平成26年度 21,875 6,426 29.4% 118,266,325

平成27年度 23,413 7,190 30.7% 136,154,724

平成28年度 38,567 10,668 27.7% 196,136,899

平成29年度 43,878 14,195 32.4% 302,139,286

平成30年度 40,152 12,220 30.4% 220,069,993

令和元年度 39,526 12,061 30.5% 205,756,329

令和2年度 42,418 13,897 32.8% 298,995,281

令和3年度 17,535 5,930 33.8% 9,619,613

合計 312,869 94,444 30.2% 1,678,520,765

■平成21年度から令和3年度までの13年間の累計

■福井支部の各年度毎の集計

※令和３年度は年１回（令和４年２月）の送付

※
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機密性2２－② 新生児の親に向けた育児冊子の配布

 令和３年度より事業開始。新生児を扶養する被保険者に対し、ジェネリック医薬品使用促進をはじめ、

医療費適正化行動を促す育児冊子とジェネリック医薬品希望シールを送付

 令和３年度、1,327名に送付。内108名よりアンケート回収
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■お医者さんにかかる時の判断基準がよく分かった

■症状ごとにケアのポイントが載っていて役立った

■病気やけがをした時、あわてずに対処できた。またはできそう

■家で様子を見て病院に行かずに済んだ。または済みそう

■医療や公的医療保険のしくみについて理解が深まった
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■わかりやすい

■ふつう

■わかりにくい

育児冊子のわかりやすさについて ジェネリック医薬品希望シールについて

・症状別の対処方法｜～P29

・子ども医療費の仕組み｜P30～31

・医療費適正化行動のすすめ｜P32

・ジェネリック医薬品使用のすすめ｜P33

・保護者の生活習慣見直し｜P37
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機密性2２－③ 子ども医療費受給者証交付時のリーフレットの配布

 子ども医療費受給者証の新規発行及び更新の際に、子ども医療費助成制度の仕組みや、ジェネリック医薬品

使用促進をはじめとした、医療費適正化行動を促すリーフレットを配布

 令和４年度より事業開始。福井県内９市にて１０月から配布開始

ジェネリック医薬品使用割合

を９市ごとに掲載

保護者にも生活習慣の見直し

を促す動画視聴を案内
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機密性23－① ジェネリック医薬品の使用促進に向けて

50%

13%

14%

23%

令和３年度薬剤数量（約2億9百万単位）

14%

17%

61%

8%

令和３年度薬剤金額（約146億円）

数量 金額 単価

先発品より安いGE 104,469,978 2,057,911,411 19.7

GEより高い先発品 27,138,570 2,506,068,754 92.3

GEがない先発品 29,802,908 8,945,149,421 300.1

その他 47,484,537 1,075,791,363 22.7

ジェネリック医薬品使用割合 79.38％
（先発品より安いGE）/（先発品よ
り安いGE＋GEより高い先発品）

使用割合 薬剤金額 保険料率
80％ ▲59,340,695 ▲0.01％

100％ ▲1,971,477,152 ▲0.27％ 12

■福井支部の薬剤使用実績



機密性23－② ジェネリック医薬品の使用促進に向けて

 加入者や医師、薬剤師等の皆様に安心してジェネリック医薬品を使用していただけるよう、

国の会議等の場を通じて、日本ジェネリック製薬協会や厚生労働省等の関係者に対して、

医薬品の適正な製造管理や品質管理の徹底、コンプライアンスの徹底等について、万全の

体制を整備して取り組んでいただけるよう、働きかけてきたところです。

 今後も安全性の確保を大前提に、ジェネリック医薬品の使用促進に努めてまいります。

13

 ジェネリック医薬品の使用状況を医療機関・薬局ごとに「見える化」した「ジェネリック

医薬品に関するお知らせ」を、近畿厚生局福井事務所長及び福井県保険者協議会長との

連名で送付しています。


